






















































































































































































































































































































































































大抑 こする授 菜 づくりをめざした
言語活助の充実の方向椎が打ち柑されている
が,ただ子どもに話 し合 う活動をさせればよい
のではないO 考えを説明する中でお互いの考え
を共有化するたd)の発作は何か,伝えあ うrlで
考えを発娘させていくための二に夫は何かという
ことを常に考えた学習展問にしていくことが大
切であることを2つC/)実践を適Lて実感するこ
とができた｡
子どもが考えを硯明する際には,説明o)構成
要素の ｢根拠｣｢論理｣｢節数的表現｣の三者
が一体化することでお互いの考えが光lg化でき
ること.子どもが伝えあ う際には,簡潔 ･明瞭
･-故他などの観点でノ考えを見直 して,j=_観的
な考えをより客観的な&,えに発展 させていくこ
とのgIf馨性を再伸港できた.
思 考をiLtめるためのことばとコミュニケーシ
ョンの道具としてのことばの役割を磐稚 して ,
授賃を組み立てていくことは,詐数教育のねら
いとする,牧草的な周､考力を育てることに人変
役+I;つと考える¢今後も,さLt)に,考える力を
育てることばの教育を∩指 して取 り組んでいき
たい｡
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